
横浜天声キリスト教会　　週報　第 11 巻 51 号（No.359）　　2016 年 12 月 18 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 9:1-2　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　１０３番

*交読文　････････････････ 　５６番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･･････････････････ 　１０４番

メッセージ　･･････････････ (ルカ 1:57-79)　マリヤとザカリヤに示された人類全体への救い

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ 　１０６番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･･････････････････ 純福音富士教会で牧師を務めておりました川戸先生が、昨日１７日朝、

天に召されました。パスターは２１日(水)夕方、前夜式奉仕に行きます。

ご家族の慰めをお祈り下さい。また２４日(土)２１時よりクリスマスイヴ礼

拝を行います。例年通り、宣言する御言葉をそれぞれご用意下さい。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　主なるイスラエルの神は、ほむべきかな。神はその民を顧みてこれをあがない、

＿＿たちのために救の角を／僕ダビデの家にお立てになった。古くから、聖なる

預言者たちの口によってお語りになったように、＿＿を敵から、またすべて＿＿

を憎む者の手から、救い出すためである。こうして、神は＿＿の父祖たちにあわ

れみをかけ、その聖なる契約、すなわち、父祖アブラハムにお立てになった誓い

をおぼえて、＿＿を敵の手から救い出し、生きている限り、きよく正しく、みまえに

恐れなく仕えさせてくださるのである。・・・これは＿＿の神のあわれみ深いみここ

ろによる。また、そのあわれみによって、日の光が上から＿＿に臨み、暗黒と死

の陰とに住む者を照し、＿＿の足を平和の道へ導くであろう（ルカ 1:68-79）

メッセージ概要

　ルカ１章は、御使いがザカリヤに現れ彼の子供の誕生を予告する場面  (A)  に始まり、そして彼に子供が

生まれる場面  (A')  に終わるが、その間に、マリヤに関する記事  (B)  がサンドイッチされ挟まっている。

サンドイッチ構造で一番注目すべきは、  A      と      A'  で挟まれている中身の「  B  」、すなわち、マリヤの記事であり  、  

そしてマリヤの記事の中心は、前回見たとおり、彼女を通して生まれて来る男の子・イエスである。

　サンドイッチのパンの部分(A と A')は、中身(B)を強調するためであるが、その「パンの部分」に注目する

事によって、主がマリヤに宿らせたみどり子・イエス様は、どんな性質と役割があるのかを学ぶ事が出来る。

今回、ザカリヤの記事から、主はどのような意図をもってイエス様をこの世に送られたのかを学びたい。

　ザカリヤとエリザベツの夫婦は、主の御前に正しく歩んでいたが、子に恵まれないまま老齢に達してし

まった。ある日、日毎の香を捧げる役にザカリヤが選ばれ、多くの人々が外で祈っている中、彼が香を捧

げるために聖所に入ると、なんと、聖所には御使いが立っていた。恐怖に襲われた彼に、御使いは言う。

「恐れるな、ザカリヤよ、あなたの祈が聞きいれられたのだ。あなたの妻エリサベツは男の子を産むであろう。

その子をヨハネと名づけなさい。」(13節)　男の子が生まれる事は、この夫婦にとって長年の念願であった。

主は、御旨を成就するために、敢えて、用いる人の力と願望が尽き果てるまで待つ事がある。

マリヤやハンナのように、自分が大切に握りしめていた願望を、主の前に手放して、主に捧げる時、 主は

それを用いて大きな事に用い、そして多くの人々を救いへと導く手がかりを得られる。神はザカリヤに授け

る子の名を「ヨハネ」と指示されたが、その名には、  「神は恵み深い」「神の賜物」  という意味がある  。先々週

見た通り、ベレシートの初めに示された神の「おみやげ」は、十字架につけられた御子キリストである。

　神がヨハネに計画していた事は、実に、イスラエルの多くの子らを主に立ち返らせ、父の心を子に向けさ

せ、そうして整えられた民を、「神の贈りもの」であるキリストの元へと導く事なのだ。(16-17)

　ところがザカリヤは、御使いに答えた。「どうしてそんな事が、わたし（ギリシア語：エゴ）にわかるでしょうか。

わたし（エゴ）は老人ですし、妻も年をとっています」(18節)　マリヤは一切エゴを発言しなかったが、ザカリ

ヤは、主の言葉に「エゴの納得」を求め、「エゴの立場表明」した。主から与えられた言葉にエゴを主張す

る者の口に与えられるしるしは、「閉ざされる事」である。彼は御言葉が成就するまで、話が出来なかった。

　しかしその間、主の御言葉通り、妻エリザベツはみごもり、お腹の子もすくすくと成長して行く。そしていよ

いよ、念願の子が誕生した時、彼は自分（エゴ）の名をその子につけず、神から示されていた通り「ヨハネ」

の名をその子につけた。その時、彼の口のもつれはほどけ、その唇の最初の言葉で主に賛美を捧げた。

もはや彼は、自分の願望を突き通すのではなく、主の御言葉とご計画を優先する人となり、自分の願望が

叶えられる事に遥かに勝る喜びを得る者、すなわち、主を誉めたたえ、主の喜びを味わう者となった。

「主なるイスラエルの神は誉むべきかな。神はその民を顧みてこれをあがない、私達のために救の角を僕

ダビデの家にお立てになった。」(ルカ 1:68-69)　彼が喜び称えたのは、神がその民を顧み、あがない  (  買  

い戻し  )  、救って下さるから  だ。彼はこの賛歌の中で「  救い  」を特に強調している  。すなわち、主は救いの角

をダビデの家に建て(69)、敵の手から救い出し(71,74)、罪の赦しによる救いの知識を与えられる(77)、と。

このように、彼が喜んだのは、老齢でやっと子が誕生したという個人的願望が成就したからではない。彼は

イスラエルの民の救いを、そして、いにしえの日にアブラハムに約束された救いの成就をこそ、喜んだのだ。

　ルカ１章というクリスマスメッセージの中心部分を見る時、どうしてもマリヤやザカリヤなど「人間」がどう感

じたか、という所に目が行きがちで、マリヤやザカリヤなど「人」の願望成就（ひいては私達の願望成就）に

ついて語られやすいが、主がこの全ての事を起こされた理由は、個人的願望の成就のためではなく、神の

人類全体に対する救済、すなわち、主の恵みと憐れみ、救いを全人類へと示すためだ。

事実、御使いの言葉は主の「  恵み  」  が強調され(28-38)、マリヤは賛美の中で繰り返し主の「  憐れみ  」  を讃え

(46-55)、ザカリヤは主の「  救い  」  を繰り返し強調している(67-79)。このアドベントゥスの時期、すなわち主の

ご到来を待ち望むこの時期、主の救いが全人類に及ぶ事を祈り求める皆さんでありますように！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  
日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 11 巻 51 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016 年 12 月 18 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

